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研究成果の概要（和文）：がん治療の3本柱のひとつである放射線治療の質評価のための全国的な放射線治療情
報の集計・解析・公開を行うクラウド型データベースシステムを日本放射線腫瘍学会データベース委員会，量子
科学技術研究開発機構との連携のもと構築した．
全国の放射線治療症例登録と施設構造調査の継続的な運用を行った．2017年度: 117施設57,220件，2018年度: 
116施設63,856件，2019年度: 113施設60,730件のデータを収集した．放射線治療機器数や人員には改善が見られ
たが，人員不足の問題がまだ残っていることが分かった．放射線治療の診療内容に関して，施設規模で差異を定
量的に観察できた．

研究成果の概要（英文）：We operated Japanese radiation oncology database (JROD) in partnership with 
Japanese Society for Radiation Oncology Database Committee and National Institutes for Quantum and 
Radiological Science and Technology. JROD registered 57,220 cases from 117 institutions in 2017, 63,
856 cases from 116 institutions in 2018, and 60,730 cases from 113 institutions in 2019. The 
database can link data from separate databases (national cancer registries, hospital-based cancer 
registries, and site-specific cancer registries).

研究分野： 放射線腫瘍学，医療情報学，放射線情報学

キーワード： 放射線治療学　データベース　がん登録　統計

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により構築・運用している全国放射線治療症例登録システムにより各放射線治療施設が放射線治療症例情
報を正確に保管・管理する体制が整備されつつある．
各施設が標準フォーマットを組み込んだ情報を管理することで，施設単位でのがん治療体系の信頼性と診療の質
が向上する．多施設間での情報共有をも容易となり，施設・地域較差などの国内外の共同研究も促進される．施
設から精度の高い情報が上がる仕組みは全国がん登録のデータ精度を向上させることになり，社会や国民への貢
献は大きい．本研究は当該分野の研究を促進する基盤となりうる点で，学術上重要であり，がん登録において重
要な基盤となる研究であり，社会的意義は大きい．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
外科手術，化学療法と並んで「がん治療」の 3本柱の一つである，放射線治療の推進はがん対

策推進基本計画の中でも重点課題として挙げられている．近年，技術の高度化，患者数増加によ
り放射線治療情報が大量に発生しており，各施設の放射線治療部門では情報の管理，保管が重要
な責務となっている．一方でこれまでは放射線治療情報に関する標準的な様式，項目は確立され
ておらず，各施設は独自様式，項目で情報を登録，管理していた．研究代表者と研究分担者は日
本放射線腫瘍学会（以下 JASTRO: Japanese Society for Therapeutic Radiology and Oncology）
のデータベース委員として放射線治療症例情報の標準フォーマットの策定を行い，さらに 2008
～2010 年度，2011～2013 年度，2014～2016 年度の基盤研究 C（課題番号: 20591495，23591838，
26461888）において，上記委員会，研究班と共同で標準フォーマットを使用した放射線治療部門
データベースを開発し，JASTRO HP から自由にダウンロード可能とすることで，各放射線治療施
設の部門システムの整備を支援してきた． 
先行研究（2014～2016 年度基盤研究 C，課題番号: 26461888）において，放射線治療症例の全

国登録（Japanese Radiation Oncology Database: JROD）の本格運用を開始したが，データ収集
と簡易的な集計結果の公開にとどまっていた． 
全国登録の推進は，放射線治療情報の標準フォーマットの推進につながる．各施設が標準フォ

ーマットを組み込んだ情報を管理することで，施設内の他科 DB との情報共有が容易になり，施
設単位でのがん治療体系の信頼性と診療の質が向上する．また標準フォーマットの浸透は多施
設間での情報共有をも容易とし，施設・地域較差などの国内外の共同研究も促進される．施設か
ら精度の高い情報が上がる仕組みは全国がん登録のデータ精度を向上させることになり，社会
や国民への貢献は大きい．本研究は当該分野の研究を促進する基盤となりうる点で，学術上重要
であり，がん登録において重要な基盤となる研究であり，社会的意義は大きい． 
 
 
２．研究の目的 
 
がん治療の 3 本柱（外科手術，放射線治療，化学療法）のひとつであり，がん対策推進基本計

画で重点課題とされている放射線治療の質評価のための全国的な放射線治療情報の集計・解析・
公開を行うクラウド型 web データベースシステムを構築する．さらに既存のがん登録（全国が
ん登録、院内がん登録、臓器別がん登録）とのデータ連携を進め，がん登録全体の質向上に貢献
する． 
 
 
３．研究の方法 
 
(1) 放射線治療症例全国登録（JROD）の運用 

先行研究（2014～2016 年度基盤研究 C，課題番号: 26461888）において本格運用を開始し
た放射線治療症例全国登録（JROD）の恒常的な運用を行う． 

(2) クラウド型 web データベースシステムの構築 
(1)で運用している JROD の集積データを公開するためのシステムを構築する． 

(3) 症例登録ソフトウェアの改良，技術支援 
JROD へ登録するために症例データを作成する症例登録ソフトウェアの改良を行い，ソフト
ウェア導入施設への技術支援を行う． 

(4) 放射線治療計画レビューシステムの構築 
放射線治療計画データ（CT画像，輪郭情報，線量情報など）の収集，閲覧を可能とする web
データベースシステムの構築を行う． 

(5) 治療 RIS への標準フォーマット装填 
JROD の登録項目を治療 RIS の DB の標準項目として装填するために治療 RIS 開発企業への
技術支援を行う． 

(6) 他がん登録とのデータ連携 
全国がん登録（地域がん登録含む），院内がん登録，臓器別がん登録とのデータ連携を行う． 

 
 
４．研究成果 
 
(1) 放射線治療症例全国登録（JROD）の運用 

放射線治療症例全国登録（JROD）と全国放射線治療実態調査（施設構造調査）の恒常的な
運用を行った．JROD と構造調査の結果については，JASTRO の Web サイト内に専用ページ
を作成し，公開している（https://www.jastro.or.jp/medicalpersonnel/data_center/）．
放射線治療機器数や人員には改善が見られたが，人員不足の問題がまだ残っていることが
分かった．放射線治療の診療内容に関して，施設規模で差異を定量的に観察できた． 
各調査年の概要を以下に記載する． 



＜2017 年度＞ 
症例登録: 117 施設，57,220 件 

＜2018 年度＞ 
構造調査: 519 施設 
症例登録: 116 施設，63,856 件 

＜2019 年度＞ 
構造調査: 635 施設 
症例登録: 113 施設，60,730 件 

 
(2) クラウド型 web データベースシステムの構築 

全国集積結果を各施設が自施設データと全国値をweb上で比較可能なシステムの構築を行
った．集積された全国登録データを解析し，解析結果を Web 上で公開するシステムを開発
した．登録された症例データを用いて，Web 上で生存曲線を計算し，表示する機能を開発
した．既に公開されている放射線治療施設構造データとリンクさせ，診療過程 process，
施設構造 structure，治療結果 outcome を含めた放射線治療の解析データの公開が買うと
なった． 
 

(3) 症例登録ソフトウェアの改良，技術支援 
放射線治療症例登録 JROD ソフトウェアの改良，技術支援を行った．新年号に対応するた
めの改良を行った．さらに登録項目の見直しを行い，ソフトウェアに反映した．．JROD ソ
フトウェア利用施設からの要望に対応し，技術支援を行った． 
 

(4) 放射線治療計画レビューシステムの構築 
放射線治療計画レビューシステムを構築した．放射線治療計画装置から得られる CT 画像
を含めた放射線治療計画データのテストデータを用いて，web 上で閲覧可能とする機能を
開発した． 
 

(5) 治療 RIS への標準フォーマット装填 
データ登録参加施設に対する部門 DB システムの整備支援を継続した．放射線治療情報の
標準フォーマットの治療 RIS の DB への装填を開発企業と共同で進めた． 
 

(6) 他がん登録とのデータ連携 
他のがん登録（全国がん登録，院内がん登録，臓器別がん登録）との連携を行った．院内
がん登録支援ソフトウェアHos-CanRと JROD登録ソフトウェアのデータ連携に関する技術
開発を行った．臓器別がん登録に関しては，日本食道学会の食道癌全国登録のシステム開
発，データ解析を担っており，2011，2012 年の食道癌症例に関するデータを公表した． 
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https://www.jastro.or.jp/medicalpersonnel/data_center/ 
JROD 放射線治療症例全国登録 
http://jrod.jastro.or.jp/ 
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